
子実体は類球形から不定形、硬く、類白色～淡黄色～茶褐色、直径1-4cm、ガーリック様の匂いがし、外

皮は平滑、グレバは、類白色～淡黄褐色～黄色に白色の筋の入った大理石模様となる。子嚢には(1-)2(-3)
個の子嚢胞子が産し、子嚢胞子は球形で網目模様の隆起があり、成熟しても淡黄褐色のままである。広
葉樹や針葉樹の樹下に発生する。

県内各地で発生が確認されている。安定的に存在はし
ているが、発生は多くはない。2020年版での新規掲載
種。

発生地の保全。
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写真提供：平山吉澄

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、加古川市、姫路市、南あわじ市

■ 国内分布

宮城県、福島県、茨城県、三重県、大阪府、兵庫県、他

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

セイヨウショウロタケ科

兵庫県ランク…ホンセイヨウショウロ
環境省ランク… －Tuber  japonicum  Hir. Sasaki, A. Kinosh. & Nara


